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１　

銅
造
観
音
菩
薩
立
像　
一
躯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
津
市
本
耶
馬
渓
町　

羅
漢
寺

像
高
二
七
・
一
㎝

奈
良
時
代

　

宝ほ
う
か
ん冠
に
化け

仏ぶ
つ

を
表
わ
し
水す
い

瓶び
ょ
うを
抱
え
た

観
音
菩
薩
が
蓮れ
ん

華げ

座ざ

に
立
っ
て
い
ま
す
。

小
ぶ
り
の
目
鼻
立
ち
に
太
い
頸
な
ど
、
白

鳳
仏
の
特
徴
を
見
せ
て
い
ま
す
。
筒
状
の

形
態
感
や
形
式
化
し
た
衣え

文も
ん

な
ど
か
ら
、

八
世
紀
前
半
頃
の
制
作
と
思
わ
れ
ま
す
。

羅
漢
寺
は
、
大
化
元
年
（
六
四
五
）
に
法

道
仙
人
が
こ
の
観
音
像
を
携
え
て
霊
窟
に

錫し
ゃ
くを
留
め
た
こ
と
に
始
ま
る
と
伝
え
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
渡
辺
）

２　

銅
造
観
音
菩
薩
立
像　
一
躯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
津
市
三
光　

長
谷
寺

像
高
三
〇
・
三
㎝   

白
鳳
時
代

大
宝
二
年
（
七
〇
二
）

　

三
面
頭と
う

飾し
ょ
くに
化け

仏ぶ
つ

を
表
わ
し
左
手
に
水

瓶
を
持
っ
た
観
音
菩
薩
で
す
。
清
々
し
い

童
顔
に
細
身
の
体
躯
、
複
雑
な
動
き
の
天

衣
な
ど
に
白
鳳
期
の
特
徴
を
見
せ
て
い
ま

す
。
蓮
華
座
の
丸ま
る

框が
ま
ち

側
面
に
陰
刻
銘
が

あ
り
、
壬
寅
年
六
月
十
五
日
、
周す
お
う防
国
の

凡お
お
し
あ
た
い直
百も
も

背せ

の
妻
が
亡
き
夫
の
た
め
に
誓

願
し
て
作
り
奉
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
作
ぶ
り
か
ら
、
こ
の
壬
寅
年
は
大
宝

二
年
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。〈
県
指
定
〉

（
渡
辺
）

３　

木
造
妙み
ょ
う

見け
ん

菩ぼ

薩さ
つ
は
ん半
跏か

坐
像　
一
躯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
津
市
本
耶
馬
溪
町　

青
区

像
高
一
一
七
・
五
㎝

平
安
時
代

　

耶
馬
溪
は
青
の
洞
門
上
方
の
妙

見
窟
の
本
尊
で
す
。
頭
頂
か
ら
垂

下
す
る
右
足
先
ま
で
榧か
や

の
一
材
か

ら
彫
り
出
し
て
い
ま
す
。
厚
い
瞼

に
鼻
翼
の
張
っ
た
面
相
に
は
謎
め

い
た
微
笑
を
う
か
べ
、
明
快
な
彫

り
口
や
下
半
身
に
量
感
の
あ
る
造

形
な
ど
、
十
二
世
紀
も
早
い
頃
の

造
立
と
思
わ
れ
ま
す
。
妙
見
菩
薩

は
北
極
星
あ
る
い
は
北
斗
七
星
を

神
格
化
し
た
も
の
で
、
除
災
・
増

福
を
祈
る
妙
見
法
の
本
尊
で
す
。 

　
　
　

〈
県
指
定
〉　

（
渡
辺
）

展
示
解
説

競秀峰
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４　

豊ほ
う

鐘し
ょ
う

善ぜ
ん
め
い
ろ
く

鳴
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
彦
契
著

　

豊
後
国
玖
珠
郡
出
身
の
禅
僧
彦げ
ん

契け
い

（
一
七
〇
三
〜
一
七
四
九
）
に
よ
っ
て
編

纂
さ
れ
た
豊
州
の
禅
僧
・
顕
密
僧
の
伝
記

集
。
羅
漢
寺
関
係
で
は
、
開
山
円え
ん

龕が
ん

昭
し
ょ
う

覚が
く

、
逆
ぎ
ゃ
く

流り
ゅ
う

建け
ん

順じ
ゅ
ん、
二
世
省し
ょ
う

卓た
く

、
千
体
地

蔵
を
造
立
し
た
普ふ

覚が
く
え
ん円
智ち

、
曹
洞
宗
一
世

の
鉄て
っ
そ
ん
げ
ん
さ
く

村
玄
策
な
ど
の
伝
記
が
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。（
展
示
は
復
刻
本
）　　

（
三
谷
）

５　

蕉
し
ょ
う

堅け
ん
こ
う藁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

応
永
十
一
年
（
一
四
〇
九
）

絶
海
中
津
著

　

相
し
ょ
う

国こ
く

寺じ

住
持
で
あ
っ
た
絶ぜ
っ
か
い海
中ち
ゅ
う

津し
ん

（
一
三
三
四
〜
一
四
〇
五
）
の
詩
文
集
。

弟
子
で
あ
る
慧
奯
に
よ
る
編
纂
。
そ
の
中

に
「
豊
州
羅
漢
寺
舍
利
塔
銘
」
と
題
し
た

一
文
が
あ
り
、
円
龕
と
逆
流
に
よ
る
五
百

羅
漢
の
造
営
の
こ
と
、
宝
物
で
あ
る
舍
利

塔
の
銘
を
二
世
省
卓
が
絶
海
に
求
め
た
こ

と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。（
展
示
は

寛
文
十
年
版
の
復
刻
本
）　　
　

（
三
谷
）

　

一
九
八
七
年
に
地
元
の
方
が
掃
除

中
に
、
左
膝
か
ら
こ
れ
ら
の
納
入
品

を
発
見
し
ま
し
た
。
木
製
小
五
輪

塔
の
中
に
光こ
う

明み
ょ
う

真し
ん

言ご
ん

種し
ゅ

子し

七な
な

遍へ
ん

を

記
し
た
小
紙
と
人
歯
が
納
入
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
小
紙
に
は
「
正
平
十
七

年 

九
月
十
二
日　

金こ
ん

剛ご
う

佛ぶ
っ

子し

道ど
う

悟ご 

敬
白
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
直
接
的
に
石
仏
の
年
代
を

示
す
史
料
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
の
発
見
に
よ
っ
て
羅
漢
寺
石

仏
群
の
年
代
を
推
定
す
る
手
が
か
り

を
得
ま
し
た
。 　
　
　
　

（
飯
沼
）

６　

古ふ
る

羅ら

漢か
ん

石
仏（
観
音
菩
薩
坐
像
）納
入
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
製
五
輪
塔　

人
歯

紙し

本ほ
ん

墨ぼ
く

書し
ょ

光こ
う

明み
ょ
う

真し
ん

言ご
ん

種し
ゅ

子し
■古羅漢石造観音菩薩坐像・羅漢像



７　

石
造
羅
漢
像　
一
躯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
津
市
本
耶
馬
渓
町　

羅
漢
寺

像
高
六
五
㎝ 

南
北
朝
時
代

　

五
百
羅
漢
の
内
の
一
体
で
、
顔

を
自
ら
め
く
り
下
か
ら
仏
の
顔
が

現
れ
て
い
る
羅
漢
を
見
事
に
表
現

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
図
像

の
羅
漢
像
は
石
造
で
は
唯
一
で

し
ょ
う
。　　
　
　
　
　

（
三
谷
）

　■石造文殊菩薩騎像↑

　■石造普賢菩薩騎像→

　■石造五百羅漢像↓

■
石
造
弥
勒
菩
薩
坐
像

　
■
石
造
釈
迦
如
来
坐
像

6
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８　
木
造
宝
冠
釈
迦
如
来
坐
像　
一
躯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
津
市
本
耶
馬
渓
町　

雲
谷
寺
講
中

像
高　

像
高
六
一
・
九
㎝

南
北
朝
時
代

　

羅
漢
寺
の
末
寺
雲う
ん
こ
く谷
寺じ

の
本
尊
で

す
。
高こ
う

髻け
い

に
宝
冠
を
被
り
、
両
手
に

禅ぜ

定じ
ょ
うの
印
を
結
ん
で
華け

厳ご
ん

の
釈
迦
を

表
わ
し
て
い
ま
す
。
桧
ひ
の
き

材
の
寄
木
造

か
ら
な
り
、
目
に
玉
ぎ
ょ
く

眼が
ん

を
嵌は

め
て
い

ま
す
。
複
雑
で
癖
の
あ
る
衣
文
や
像

底
中
央
に
像
心
束
を
立
て
る
構
造
な

ど
、
院
派
仏
師
の
特
徴
が
見
ら
れ
、

そ
の
共
通
し
た
作
ぶ
り
か
ら
、
同
じ

雲
谷
寺
の
地
蔵
菩
薩
像
と
同
時
同
一

作
者
の
造
立
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

〈
県
指
定
〉（
渡
辺
）

９　

木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像　
一
躯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
津
市
本
耶
馬
渓
町　

雲
谷
寺
講
中

像
高
三
八
・
〇
㎝

南
北
朝
時
代　

延
文
六
年
（
一
三
六
一
）

　

頭
を
丸
め
て
右
手
に
錫
し
ゃ
く

杖じ
ょ
う、
左

手
に
宝ほ
う

珠じ
ゅ

を
持
つ
の
は
六
道
救
済

の
仏
で
あ
る
地
蔵
菩
薩
を
表
わ
し

ま
す
。
桧
材
の
寄
木
造
に
目
に
玉

眼
を
嵌
め
た
小
像
で
す
が
、
複

雑
な
衣
文
さ
ば
き
な
ど
に
巧
み

な
彫
技
が
見
ら
れ
ま
す
。
像
底

に
墨
書
銘
が
あ
り
、
延
文
六
年

（
一
三
六
一
）
に
造
立
さ
れ
、
雲

谷
寺
の
開
山
一
超
真
叟
が
開
眼
供

養
を
行
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。　
　
　

〈
県
指
定
〉（
渡
辺
）

羅
漢
寺
の
諸
石
仏

　

羅
漢
寺
に
は
五
百
羅
漢
を
は
じ
め
多
く
の
石
仏
が
あ
り
ま
す
。
五
百
羅
漢
は
南

北
朝
時
代
の
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
に
初
代
円え
ん

龕が
ん

昭し
ょ
う

覚が
く

と
出
雲
雲う
ん

樹じ
ゅ

寺じ

か
ら
来

た
逆
ぎ
ゃ
く

流り
ゅ
う

建け
ん

順じ
ゅ
んに
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
こ
と
が
、
五
山
高
僧
絶ぜ
っ

海か
い

中ち
ゅ
う

津し
ん

の
詩
文
集

『
蕉
し
ょ
う

堅け
ん

藁こ
う

』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
仏
の
年
代
を
考
え
る
上
で
の
根
拠
は
こ
の

文
献
の
み
で
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
い
く
つ
か
の
考
察
材
料
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
古
羅
漢
に
あ
る
石
造
観
音
菩
薩
像
に
は
、
左
膝
部
に
木
製
五
輪
塔
と
正
平
十
七

年
（
一
三
六
二
）
の
銘
が
あ
る
紙し

本ほ
ん

墨ぼ
く

書し
ょ

光こ
う

明み
ょ
う

真し
ん

言ご
ん

種し
ゅ

子し

と
歯
が
納
入
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
像
は
や
や
風
化
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
時
期
が
示
す
通
り
丁
寧
な
彫
り

口
で
、
無む

漏ろ

窟く
つ

の
釈
迦
三
尊
像
の
造
形
に
共
通
点
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
末
寺
の

雲う
ん

谷こ
く

寺じ

に
は
木
造
の
宝
冠
釈
迦
・
地
蔵
像
が
あ
り
、
胎
内
銘
に
よ
っ
て
延
文
六
年

（
一
三
六
一
）
の
造
立
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
院
派
仏
師
の
作
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
羅
漢
寺
の
石
仏
に
も
同
様
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
院

派
仏
師
の
木
彫
仏
の
技
法
が
石
仏
に
反
映
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
同
じ
く
末
寺

の
宝ほ
う

蔵ぞ
う

寺じ

に
あ
る
石
造
地
蔵
菩
薩
像
は
逆
流
作
と
伝
え
ら
れ
、
や
は
り
羅
漢
寺
の
諸

仏
と
同
じ
く
南
北
朝
期
の
造
立
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。　　
　
　
　
　

（
三
谷
）

■
石
造
地
蔵
菩
薩
坐
像　

中
津
市
上
宮
永　

宝
蔵
寺　

南
北
朝
時
代
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10　

石
造
地
蔵
菩
薩
坐
像　
五
躯  

中
津
市
本
耶
馬
渓
町  

羅
漢
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
号　

像
高
六
二
㎝　

応
安
七
年(

一
三
七
四
）

銘
「
暁
愚
禅
門
」

　

 「
応
安
七　

二　

八
日
」

　

羅
漢
寺
旦た
ん

過が

跡
か
ら
仁
王
門
に
か
け
て
の
参
道
沿
い
に
点
在
す
る
地

蔵
菩
薩
像
。
そ
の
い
く
つ
か
に
銘
文
が
あ
り
、
南
北
朝
〜
室
町
の
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
奉
納
者
と
思
わ
れ
る
名
前
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
成
立
段
階
の
羅
漢
寺
に
地
蔵
を
奉
納
し
極
楽
往
生
を
願
う
信

仰
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
特
に
応
安
七
年
の
紀
年
銘
を
持
つ

一
号
は
五
百
羅
漢
像
に
通
じ
る
造
形
で
、
羅
漢
寺
石
仏
の
年
代
を
考
え

る
指
標
に
な
り
ま
す
。
五
号
銘
文
の
「
無
仏
世
〜
」
は
仏ぶ
っ

説せ
つ

延え
ん

命め
い

地じ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

経き
ょ
うの
「
無
仏
世
界
度
衆
生　

今
生
後
世
能
引
導
」
の
箇
所
で
、
延

命
地
蔵
に
よ
る
救
済
を
願
っ
て
い
ま
す
。
羅
漢
寺
で
は
中
世
を
通
じ
て

地
蔵
信
仰
が
展
開
し
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
三
谷
）

二
号　

像
高
五
四
・
五
㎝　

南
北
朝
時
代

銘
「
養
□
」

四
号　

像
高
三
四
㎝　

南
北
朝
時
代

銘
「
妙
□
禅
尼
」

三
号　

像
高
四
一
㎝　

南
北
朝
時
代

銘
「
妙
心
禅
尼
」

五
号　

像
高
三
六
・
五
㎝　

延
徳
三
年(

一
四
九
一
）

銘
「
無
仏
世
□
／
今
世
後
世
能
引
導
」

　

 「
物
故
道
清
禅
門
／
延
徳
三
歳
十
一
月
十
五
日
敬
白
」
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11　

石
造
地
蔵
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
津
市
本
耶
馬
渓
町　

羅
漢
寺

室
町
時
代

　

千
体
地
蔵
は
、
中
央
に
大
型
の
石
造
地
蔵
菩

薩
像
を
安
置
し
、
周
囲
を
お
び
た
だ
し
い
数
の

小
型
の
地
蔵
像
が
囲
ん
で
い
ま
す
。
前
列
に
は

石
造
十
王
像
が
置
か
れ
、
羅
漢
寺
に
地
蔵
信
仰
・

地
獄
思
想
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

『
豊
鐘
善
鳴
録
』
に
よ
る
と
、
室
町
時
代
に
来

山
し
た
普
覚
円
智
と
い
う
禅
僧
が
造
立
し
た
こ

と
を
伝
え
ま
す
が
、
普
覚
に
つ
い
て
は
他
に
史

料
が
な
く
、
実
像
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

小
型
地
蔵
は
図
像
が
異
な
っ
た
り
、年
代
幅
を

も
つ
こ
と
か
ら
、一
度
に
制
作
さ
れ
た
と
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。お
そ
ら
く
信
仰
を
持
っ
た
人
々
が

奉
納
し
て
い
っ
た
石
仏
で
あ
り
、南
北
朝
期
の
参

道
沿
い
の
地
蔵
奉
納
が
形
を
変
え
て
小
型
地
蔵

の
奉
納
に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
三
谷
）

千
体
地
蔵

　
■
石
造
地
蔵
菩
薩
坐
像

■
閻
魔
王

■
五
道
転
輪
王

■
五
官
王

■
都
市
王

■
宋
帝
王

■
平
等
王

■
初
江
王

■
太
山
王

■
秦
広
王

■
変
成
王
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宇
佐
宮
永
弘
文
書
〈
県
指
定
〉　
羅
漢
寺
関
係
文
書
四
通　

永
弘
健
二
氏
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
佐
宮
領
宮
時
荘
と
羅
漢
寺

　

羅
漢
寺
に
は
「
旦た
ん

過が

」
と
い
う
禅
宗
寺
院
に
お
け
る
修
行
僧
・
往
来
僧
の
一
夜

の
宿
泊
施
設
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
で
も
旦
過
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
旦
過

に
宇
佐
神
宮
の
荘
園
で
あ
る
宮み
や

時と
き
の
し
ょ
う荘
十
五
町
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
文
亀

二
年
八
月
廿
三
日
の
木
工
助
・
兵
部
丞
・
中
務
丞
連
署
奉
書
案
に
よ
れ
ば
、
下
毛

郡
宮
時
十
五
町
の
内
、
宇
佐
宮
番
長
進
止
米
五
石
と
羅
漢
寺
正
税
五
石
を
除
く
余

り
の
得
分
を
旦
過
免
料
と
し
て
ま
す
が
、
羅
漢
寺
の
旦
過
寺
が
「
近
年
江
湖
往
復

一
宿
一
飯
を
怠
慢
せ
し
む
の
由
」
す
な
わ
ち
、
湖
や
河
を
渡
る
旅
人
の
宿
所
と
い

う
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
一
時
所
領
を
召
し
上
げ
る
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
旦
過
寺
が
山
国
川
や
峠
を
越
え
る
往
来
者
の
宿
泊
所

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
他
に
も
年
月
日
未
詳
某
書
状
に
は
「
羅
漢
旦
過

寺
領
」、
年
月
日
未
詳
次
佐
道
勝
・
奈
古
道
述
連
署
書
状
案
に
は
「
羅
漢
集
聖
庵
領
」

と
あ
り
、
聖
が
集
ま
る
庵
と
い
う
庵
名
か
ら
す
る
と
、
旦
過
寺
と
集
聖
庵
は
と
も

に
羅
漢
寺
旦
過
を
指
す
と
思
わ
れ
ま
す
。
年
未
詳
九
月
十
五
日
森
重
泰
書
状
に
よ

れ
ば
、「
旦
過
免
永
弘
方
御
半
済
之
在
所
」
と
あ
る
の
で
、
羅
漢
寺
旦
過
領
宮
時
荘

の
半
分
は
永
弘
氏
半
済
分
、
も
う
半
分
が
旦
過
免
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

宮
時
荘
故
地
で
あ
る
中
津
市
宮
永
に
は
石
仏
の
項
で
触
れ
た
よ
う
に
、
羅
漢
寺

の
末
寺
で
あ
る
宝ほ
う

蔵ぞ
う

寺じ

が
あ
り
ま
す
。
本
尊
地
蔵
菩
薩
が
逆
流
建
順
の
作
と
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
南
北
朝
期
の
造
立
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
宝
蔵
寺
は
羅
漢
寺
建
立

当
時
か
ら
末
寺
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
宮
時
荘
も
寺
院
建
立
・
石
仏
群
造
立
の

た
め
の
免
田
と
し
て
宇
佐
宮
よ
り
充
て
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
宝

蔵
寺
は
そ
の
宮
時
荘
の
中
心
部
に
位
置
し
、
お
そ
ら
く
は
荘
し
ょ
う

政ま
ん

所ど
こ
ろの
よ
う
な
機
能

を
持
っ
て
お
り
、
山
国
川
に
接
す
る
場
所
に
あ
る
こ
と
か
ら
は
、
旦
過
の
機
能
も

担
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
三
谷
）

■某書状
■木工助・兵部丞・中務丞連署奉書案

■次佐道勝・奈古道述連署書状案

■森重泰書状
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近
世
〜
近
代
の
羅
漢
寺
と
耶
馬
渓
絵
画
資
料　
耶
馬
渓
風
物
館
・
個
人
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

江
戸
時
代
中
期
以
降
、
羅
漢
寺
や

青
の
洞
門
が
名
勝
と
し
て
世
に
知
ら

れ
、
多
く
の
人
々
が
耶
馬
渓
の
地
を
訪

れ
ま
し
た
。
羅
漢
寺
で
は
参
詣
客
を
あ

つ
め
る
た
め
の
木
版
画
や
文
人
墨
客
に

よ
る
水
墨
画
が
多
く
描
か
れ
ま
し
た
。

豊
前
国
羅
漢
寺
真
景
図
は
宝
暦
九
年

（
一
七
五
九
）
に
作
成
さ
れ
た
多
色
刷

の
木
版
画
で
す
。
以
降
、
木
版
画
や
銅

版
画
が
近
世
〜
近
代
に
か
け
て
多
く
作

ら
れ
ま
す
。

　

西
遊
雑
記
は
備
前
国
の
地
理
学
者
古ふ
る

河か
わ

古こ

松し
ょ
う

軒け
ん
が
著
し
た
紀
行
文
で
す
。
中

に
「
豊
前
下
毛
郡
跡
田
村
窟
山
羅
漢
寺

略
図
」と
称
す
挿
絵
が
あ
り
、羅
漢
寺
の

全
景
と
青
の
洞
門
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
～
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
交
通

網
の
発
達
に
よ
っ
て
、
旅
行
ブ
ー
ム
が

起
き
ま
し
た
。
鉄
道
会
社
は
沿
線
の
観

光
地
を
宣
伝
す
る
た
め
に
、
鳥
ち
ょ
う

瞰か
ん

図ず

や

名
所
図
会
な
ど
を
作
成
し
ま
し
た
。
大

分
県
を
代
表
す
る
観
光
地
で
あ
っ
た
耶

馬
渓
で
も
、
耶
馬
溪
鉄
道
が
絵
師･

吉

田
初
三
郎
に
依
頼
し
て
、
上
図
の
よ
う

な
鳥
瞰
図
を
作
ら
せ
て
い
ま
す
。（
大
山
）

↑	 ■西遊雑記　江戸時代

↑	■豊前国羅漢寺絵図　江戸時代
← 	■豊前国耆闍窟羅漢寺勝景図　明治時代

■豊前国羅漢寺真景図　宝暦九年 (1759)

■耶馬渓の交通図絵　吉田初三郎　大正十五年（1926）
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平
成
十
九
年
春
、
本
耶
馬
渓
町
文
化
財
調
査
研
究

会
は
、
別
府
大
学
の
協
力
の
下
に
、
地
域
活
性
化
を

見
据
え
て
羅
漢
寺
周
辺
の
文
化
財
の
調
査
を
開
始
し

ま
し
た
。
月
に
二
回
を
調
査
日
と
定
め
て
羅
漢
寺
境

内
の
石
造
文
化
財
の
悉
皆
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
年
、
石
塔
類
を
中
心
と
す
る
調
査
を
終
了
し
、
新

た
な
調
査
の
展
開
を
考
え
る
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

調
査
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
の
地
道
な
努
力
に
よ
っ
て

ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
た
羅
漢
寺
の
中
世
・
近
世
の

様
相
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

展
示
お
よ
び
図
録
は
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
多
く
の

方
々
に
共
有
し
て
も
ら
う
た
め
に
企
画
し
た
も
の
で

す
。
以
下
調
査
メ
ン
バ
ー
の
氏
名
を
掲
載
し
ま
す
。

　
　

稲
留
和
彦　
　

安
藤
弘
之　
　

小
川
洋
右

　
　

河
野
末
広　
　

河
野
博
昭　
　

佐
藤
民
子

　
　

高
倉
宏
祥　
　

中
島
和
貴　
　

平
原
清
子

　
　

深
水
富
美
江　

松
久　

公　
　

三
宅
繁
代

　
　

井
上
郁
夫　
　

平
原　

潤

資
料
提
供
協
力

　

羅
漢
寺　

大
分
県
立
歴
史
博
物
館　

青
区

　

雲
谷
寺
観
音
講
中　

永
弘
健
二　

長
谷
寺

　

大
山
琢
央　

宝
蔵
寺　

別
府
大
学

執
筆
者　

渡
辺
文
雄　

大
山
琢
央　

三
谷
紘
平

本
書
企
画
編
集　

三
谷
紘
平

同　
　

監
修　
　

飯
沼
賢
司

発　

行　

本
耶
馬
渓
町
文
化
協
会

印　

刷　
（
株
）
ク
リ
エ
イ
ツ
．

発
行
日　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日

羅漢寺平成曼荼羅

羅漢寺平成曼荼羅　画河野末広

千体地蔵 羅漢寺遠景

千年杉

鶏足山宝塔

智剛寺無縫塔

古羅漢の景 仁王門「羅漢護国禅寺」扁額（伝足利義満筆） 仁王門横の龕型供養施設

旦過寺跡虚空蔵菩薩石像

羅漢寺山門


